
は じ め に

厚生労働省の労働安全衛生マネジメントシステ

ム（以下OSHMS と略記する）を或る小企業に導

入しようとしているが，厚生労働省の指針（以下

指針と略記する）のすべてを直ちに導入するのは

無理があると思われたので，まず簡単な内容で取

り組みを始め，数年掛けて完全なものに仕上げて

行くプロセスを考えてみた。その際に，指針は階

層を成す二つのPDCA サイクルから構成されてい

る，と考えると分かりやすい様に思われた。この

考え方に基づくシステム構築のプロセスを試案と

して提示する。

１ PDCA サイクルの階層例：

製造事業の場合

１-１ 製造会社の事業活動は大略次のPDCA サ

イクルで継続的に進められる。

P（計画） どんな商品をいくら生産・販売す

るかなどといった事業計画を策定する。

D（実施） 事業計画に従って生産活動・販売

活動を実施する。

C（評価） 収益を計算するなどにより，事業

実績を評価する。

A（改善） 評価結果に基づいて，事業計画の

見直し・収益性改善策などを検討する。

P（計画）（次年度の）事業計画を策定する，

…以下繰り返す。

１-２ この内，例えばDの内の生産活動は次の

ようなPDCA サイクルで進められる。

P 事業計画に基づいて生産計画を作成する。

D 生産計画により生産を実施する。

C 生産実績を生産計画と対比して，生産性な

どを評価する。

A 原価低減・生産性向上などの方策を検討し

て，生産計画を改善する。

P （次年度の）生産計画を作成する，…以下

繰り返す。

１-３ この生産活動のPDCA サイクルの内，例

えばDの生産実施は，生産現場で日々の生産作業

について作業計画を作成し（P），作業を実施し

（D），作業の実績をチェックし（C），遅れがあ

れば計画を修正・改善する等の対応を取る（A）

といった（下位の）PDCA サイクルを回して，そ

の業務である生産が実施されている。

これらの様子を図 １：PDCA サイクルの階層

例（製造事業の場合），に示す。
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図 １ PDCA サイクルの階層例（製造事業の場合）



１-４ 他の例として，製造会社に於ける商品開

発研究部門は，独自のPDCA サイクルを回して新

商品を開発し，新しい事業計画の種を提案するこ

とによって，事業活動のPDCA サイクルの内のP

計画の一つの役割を果たしている。

１-５ このように，「仕事」は幾つもの階層にな

ったPDCA サイクルで構成されている，と理解で

きる。

２ 指針における PDCA サイクルの階層

２-１ 中 央 労 働 災 害 防 止 協 会 が 提 示 す る

OSHMS の基本的な枠組み（図 ２）１）には，

核の部分に一つのPDCA サイクルが示されている。

これを以下「システム実施のPDCA 」と呼ぶこと

にし，図 ３の右半分に示す。
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←
図 ２ OSHMS の基本的な

枠組み

↓ 図 ３ OSHMS の指針における
PDCA サイクルの階層

― ―36



２-２ 図 ２によると，この「システム実施の

PDCA 」に続いてシステムの実施・運用状況を評

価する「システム監査の実施」が置かれている。

この状況は前記の「PDCA サイクルの階層例（製

造事業の場合）」と比べると分かりやすい。即ち，

「システム実施のPDCA 」の外（或いは上位）に

別の PDCA サイクル（以下「システム改善の

PDCA 」と呼び，図 ３の左半分に示す）があっ

て，このサイクルのCが「システム監査の実施」

であり，Dは上記の「システム実施のPDCA 」だ

というわけである。

また，図 ２の「OSHMS の基本的な枠組み」

の最初にある「事業者による安全衛生方針の表

明」の内容は，事業者自身の安全衛生に関する基

本的な考え方等を表明するものであるが，具体的

には，年度計画作成に際しての方針の表明ととも

に「OSHMS を導入しよう」との意思の表明も含

まれている。この表明を受けて，或る水準のシス

テムが構築されると，これは「システム改善の

PDCA 」の出発点となるPである。

これに続くDとして「システム実施のPDCA 」

が回り始める。これが一回りした所で行う「シス

テム監査の実施」が「システム改善のPDCA 」の

Cであり，その次の「事業者によるシステムの見

直し」は「システム改善のPDCA 」のAである，

と理解出来る。

２-３ 以上を要約すると，指針は「システム改

善のPDCA 」と「システム実施のPDCA 」の二つ

のPDCA サイクルで構成されていて，これらは，

「システム改善のPDCA 」のDの中身は「システ

ム実施のPDCA 」である，という関係でつながっ

ている（階層を成している）ことを説明した。こ

れを図 ３：OSHMS の指針におけるPDCA サイ

クルの階層，に示す。

３ OSHMS の指針を導入・実施し，

改善を進めるプロセス

３-１ 従来の安全衛生活動：レベル １のシス

テム

安全衛生に多少でも関心のある事業場では，従

来から毎年，前年度の活動成果や災害発生状況な

どを踏まえて当年度の方針を表明し，年度目標を

設定し，安全衛生計画を作成して安全衛生活動を

推進するといった，基本的な安全衛生活動が実施

されている。この活動は既にPDCA サイクルを回

していることになる。これを「レベル １のシス

テム」と呼び，図 ４に示す。

ただし，前年度の活動結果・成果をどう評価し，

次年度の計画作成にどのように反映してきたか，

状況の変化にどう敏感に対応してきたか，という

点で，少々暖昧さがあったかもしれない。例えば，

人事異動でトップや担当者が交代した際に活動の

継続性に欠けていた可能性があることは既に指摘

されている。

３-２ 二つのPDCA サイクルを回すこと

大企業には安全衛生の専門家がいて・指針の要

求をすべて満たすシステムの構築を自力で進める

ことができるだろうが，中小の企業の場合は企業

内に専門家がいないために，どこから手を付ける

とよいのか，とまどう向きか少なくないと思われ

る。

そこで，例えばレベル １のシステムから出発

して，まず年度単位で「システム実施のPDCA 」

をきちんと回し，つまりCやAも確実に実施し，

その結果を「システム改善のPDCA 」持ち込んで

図 ４ レベル １のシステム
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システムの評価・監査を行い，システムを改善し

２），改善されたシステムを次年度の「システム

実施のPDCA 」に持ち込んで実施する，という活

動を毎年「継続的」に行うことで，次第に「指針

の要求」に近づいて行く，というやり方・考え方

が実際的と思われる。

３-３ OSHMS の導入の第一歩：レベル ２の

システム

指針の核心は①危険有害要因の特定と実施事項

の特定，即ちリスクアセスメントの導入と②シス

テム監査の実施，にある。

３-３-１ リスクアセスメントの導入

レベル １のシステムを実施している段階の事

業場で，トップがOSHMS の導入を決意した場合

は，まず「危険有害要因の特定と実施事項の特

定」を，簡便な方法でもよいから，何とか取り入

れるべきであろう３）。その結果を安全衛生計画

に反映することがOSHMS 導入の大きな第一歩と

なる。

３-３-２ システム監査の実施とシステムの見直

し

リスクアセスメントを加えたシステムで「シス

テム実施のPDCA 」を実施し（サイクルを回し），

その成果について年度末にシステム監査を実施し，

システムの見直し・改善を行って改善されたシス

テムを構築することにより，「システム改善の

PDCA 」が回り始める。

３-３-３ レベル ２のシステム

レベル １のシステムに上記の（３-３-１）と

（３-３-２）を加えたシステムを「レベル ２の

システム」と呼び，図 ５に示す。

３-４ システムの水準向上プロセス

改善されたシステムを次年度の「システム実施

のPDCA 」に持ち込んで実施し，その実施結果に

ついて監査を実施し，システムの見直し・改善を

行う，即ち「システム改善のPDCA 」を回すこと

により，システムの水準は向上して行く。このプ

ロセスを毎年継続的に実施して行くことで，厚生

労働省の指針へ一歩一歩近づいて行くことができ

よう。

４ OSHMS 導入事例

現在，従業員100名余の物流業の事業場で

OSHMS 導入の指導を進めている。

その際に提示した手順を以下に示す。

前提要件：管理の仕組みを定め，その仕組みを文

書化し（規定を定め），それをきちんと実行する

こと。

手順-１-現状の把握と規定の確認

最近の安全衛生活動の実施状況＊を取りまとめ，

現行の安全衛生関連規定がきちんと実行されてい

るかどうかを検証する。

＊トップの方針表明，＊安全衛生計画の作成，＊

安全衛生委員会活動，＊安全大会・衛生大会の開

催，＊安全巡視，＊安全衛生教育，など

手順-２-基本規定の改定-１-（システム実施の

PDCA を確実に回すための規定の改定）

年度の安全衛生計画を作成する時に，前年度の

活動実績＊をきちんと反映する様に，規定を改定

する。

＊目標の達成状況，＊安全衛生提案，＊安全巡視

での指摘の内，重要な事項，＊災害発生状況，＊

ヒヤリハット情報，＊顕在化した新しい課題，な

図 ５ レベル ２のシステム
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ど。

→この改善の結果は前記の「レベル １のシステ

ム」に相当する。

手順-３-基本規定の改定-２-（マネジメントシス

テムに必要な最小限の仕組みの構築）

１）「年に一回リスクアセスメントを行い，そ

の結果を安全衛生計画に反映すること」を，規定

に加える。

２）「規定の実施状況を年に一回自主的に監査

すること」を規定に加える。

→この改善の結果は前記の「レベル ２のシステ

ム」に相当する。

手順-４-システムのレベルアップ

労働者の意見の反映，関係事項の周知，手順の

設定，文書管理，記録，体制の整備等といった指

針の要請項目を，年度毎に順次取り入れていって，

システムを改善して行く。

→これは，前記の「システムの水準向上のプロセ

ス」に相当する。

５ 結 び

５-１ 厚生労働省の労働安全衛生マネジメント

システムに関する指針は，階層を成す二つの

PDCA サイクル即ち「システム改善のPDCA 」と

「システム実施のPDCA 」で構成されていること

を説明した。

５-２ 中小の事業場等で既に基本的な安全衛生

管理システムが継続的に実施されている所では，

まず「危険有害要因の特定と実施事項の特定」を

取り入れて「システム実施のPDCA 」を回し始め

ることが，OSHMS 導入の第一歩になることを説

明した。

５-３ これに「システム監査の実施を加えると，

指針の最小限の要求を満たすことになる。

５-４ その後は，この二つのPDCA サイクルを

継続的に回しながら，システムに毎年なにがしか

の改善を加えて行って指針の要求を目指す，とい

うプロセスを提案した。

労働安全コンサルタント諸氏の御意見をお聞か
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